
第１３１０回生物科学セミナー 

 

日時： １１月 １日 （木） １６ : ５０ – １８ : ３５ 

演者：  林 悠  

筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構（WPI-IIIS）准教授／主任研究者 

 

演題:  なぜ動物は眠るのか？ 

脊椎動物と無脊椎動物の双方からのアプローチ 

 

睡眠は身近な現象だが「眠気とは何か？」や「なぜ寝ないと体調が悪くなるのか？」などの素朴な

疑問に対する科学的な答えはない。さらに、哺乳類の睡眠は複雑に進化した睡眠構築（レム睡眠と

ノンレム睡眠から成るサイクル）を有し、夢という独特な意識状態も生成するが、その意義やメカ

ニズムも大きな謎である。私たちはこれまでに、レム睡眠の意義の解明を目指し、マウスを用いた

遺伝学的なアプローチをとってきた。マウスの睡眠構築制御を担うニューロンを同定し、レム睡眠

を操作できるマウスや、まるで夢を演じるかのようにレム睡眠中に動き出すマウスを作ることに成

功した。さらに最近は、線虫での遺伝学的アプローチにより、動物普遍的な睡眠の意義やメカニズ

ムの解明に挑んできた。そこで、睡眠の役割とは何か、生物の進化や疾患などの観点から、これま

での成果について紹介させていただく。 
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場所： 理学部 2 号館 講堂 

担当： 東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・榎本研究室 


